
◆ カフェインについて（「食品安全情報」から抜粋・編集） 

－WHO（2016 年 6 月）－ 
 
「食品安全情報」（http://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/index.html）に掲載

した記事の中から、カフェインについての記事を抜粋・編集したものです。 
 
他の地域/機関の情報については下記サイトをご参照下さい。 
「食品安全情報（化学物質）」のトピックス 
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/chemical/index-topics.html 
 
 
公表機関ごとに古い記事から順に掲載しています。 

 
 世界保健機関（WHO：World Health Organization） 

 
 
 

 記事のリンク先が変更されている場合もありますので、ご注意下さい。 
  

http://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/index.html
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/chemical/index-topics.html


------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

● 世界保健機関（WHO：World Health Organization） 
 
1. 国際がん研究機関（IARC） 

IARC モノグラフはコーヒー、マテ、非常に熱い飲料を飲むこと、を評価する 
IARC Monographs evaluate drinking coffee, maté, and very hot beverages 
15 June 2016 
http://www.iarc.fr/en/media-centre/pr/2016/pdfs/pr244_E.pdf 
「食品安全情報」No.13 (2016)  
本日、The Lancet Oncology に最終評価の要約が発表された。詳細は IARC モノグ

ラフ 116 巻として発表される。 
ワーキンググループは、次のように結論した。 

・ コーヒーを飲むことについては、発がん性について結論できない 
・ 非常に熱い（注：65℃以上）飲料を飲むことについては、おそらくヒト食道に発が

ん性がある 
・ 非常に熱くはないマテを飲むことについては、決定的根拠はない 

このことは非常に熱い飲料を飲むことはおそらく食道がんの原因であるが、その理

由は飲み物そのものではなく温度であるようだ、と IARC の Christopher Wild 長官は

言う。 
以下、IARC 分類と根拠について。 

非常に熱い飲料 
 非常に熱い飲料を飲むことは、「おそらくヒトに発がん性がある（グループ 2A）」に

分類した。これは、食道がんと非常に熱い飲料を飲むことの間にポジティブな関連性が

あることを示す疫学調査による限られた根拠（limited evidence）に基づく。動物試験

でも超熱水による発がん性について限られた根拠がある。 
マテ 

非常に熱い温度ではないマテを飲むことは、「ヒトに対する発がん性については分類

できない（グループ 3）」に分類した。これは、冷たい/温かいマテを飲むことによるヒ

トでの発がん性と冷たいマテによる実験動物での発がん性について根拠が不十分

（inadequate evidence）であることに基づく。 
コーヒー 
 コーヒーを飲むことは、「ヒトに対する発がん性については分類できない（グループ

3）」に分類した。ワーキンググループは、ヒトと動物に関する 1000 以上の試験をレビ

ューし、総合的にコーヒーを飲むことによる発がん性について根拠が不十分

（inadequate evidence）であるとした。 
 

http://www.iarc.fr/en/media-centre/pr/2016/pdfs/pr244_E.pdf


 
Q & A 
http://www.iarc.fr/en/media-centre/iarcnews/pdf/Monographs-Q&A_Vol116.pdf 
（一部抜粋） 
コーヒーについては 1991 年に疫学の「限定的根拠（limited evidence）」に基づき「ヒ

トへの発がん性の可能性がある（グループ 2B）」に分類されていた。当時より多くの、

強い根拠に基づき決定した。グループ 3 に分類したことは、この物質の安全性が証明

されたということを意味しない。がんの原因としての結論ができないということを意

味する 
マテについては 1991 年に「熱いマテ」をグループ 2A に分類し、温度を特定しない

マテについてはグループ 3 にしていた。新しい評価では、非常に熱くはないマテはグ

ループ 3 に分類し、「非常に熱いマテ」の評価は非常に熱い飲料の中に含まれる。 
 
モノグラフについての神話を暴く：6 つのよくある誤解を解く 
DEBUNKING THE MYTHS OF THE MONOGRAPHS: Six Common 
Misconceptions Dispelled 
http://www.iarc.fr/en/media-centre/iarcnews/2016/DebunkMyth.php 
・IARC の分類は、コーヒーは安全だということか？ 
ノー。そのような意味ではなく、既存の科学的データではがんを起こすかどうかにつ

いて結論を出せないという意味である。 
・非常に熱い飲料を飲むことは同じグループ 2A の DDT 暴露と同じくらい危険なの

か？ 
ノー。分類は同じだが、危険性が等しいわけではない。IARC の分類は発がん性の科

学的根拠の強さを示しているのであり、暴露によるリスクの大きさを示しているわけ

ではない。従って、それぞれがどのくらい危険なのか、がんを生じるのにどの程度の暴

露が必要なのかを言うことは出来ない。 
・どのくらいの回数や期間非常に熱い飲料を飲むとがんになるのか？ 

わからない。 
・非常に熱い飲料を飲むことに関連する食道がんはどのくらい？ 

多くの国では食道がんの主な原因は喫煙と飲酒であり、現在の研究からは非常に熱

い飲料の症例の割合は推定できない。 
・非常に熱い飲料を飲むのはどのくらい危険？ 

わからない。IARC 評価では、がんの可能性があるかのみを言える。 
・コーヒーの分類が格下げされた。IARC が最初は間違っていたことを意味する？ 

ノー。科学的評価は、その時点で利用可能な根拠に基づくものである。しかし、科学

的知見は進歩するもので、モノグラフの評価も新しいデータの利用とともに更新され

http://www.iarc.fr/en/media-centre/iarcnews/pdf/Monographs-Q&A_Vol116.pdf
http://www.iarc.fr/en/media-centre/iarcnews/2016/DebunkMyth.php


る。コーヒーについても、以前よりも多くの知見、よりよい試験データを入手できた。 
 
 
＊The Lancet Oncology,  
Published online 15 June 2016 
http://dx.doi.org/10.1016/S1470-2045(16)30239-X 
 

 
 
******************************************************************************* 
最終更新： 2022 年 10 月 
国立医薬品食品衛生研究所安全情報部 
 
食品安全情報ページ（http://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/index.html） 
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